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北京オリンピック陸上競技を見て  

宮下 憲  

25個とし，今回はほぼ維持したことになる。  

今回も男子の米国，女子のロシアの金メダ  

ル，総獲得メダル数が最も多く，陸上競技王  

国といってよい。また，ケニアがシドニー・  

アテネ大会では総獲得数が7個であったのに  

対し，今回14個と倍増していることやジャマ  

イカが前2大会で7，5個であったものが11  

個と大きく力を付けてきている。，金メダルを  

獲得するのも大変であるが，複数以上のメダ  

ルを獲得しているのは20カ国に過ぎない。日  

本は銅メダル2個（4Ⅹ100Rとハンマー投げ）  

と振るわなかったが，長距離種目以外での獲  

得であったことは評価されよう。   

2．陸上競技界の勢力   

1位に8点，2位に7点，‥8位に1点  

というインカレ方式による，全種目について  

国別騰得得点を算出し，それをもとに大陸別  

に集計して，陸上競技界の勢力状況を比較し  

た。国別得点（表2）は米国が1位で207点，  

2位ロシアが200点とその差が最近のオリン  

ピック大会ではもっとも小さくなった。米国  

の総得点が前回大会よりも26．5点滅少し，シ  

ドニー大会よりも58点増加している。ロシア  

はシドニー大会の132点，前回大会の192点か  

ら今回の200点と漸増していることが分か  

る。この両陸上競技大国の争いは，男女別得  

点や得意種目が異なるために，直接的な競り  

合いが少なく大会が終わってみなければ優位  

性を判定できない状況にあるが，今後も興味  

のあるところである。北京大会では男女ジャ  

マイカが短距離を中心に大幅な得点を伸ば  

し，全体で4位に躍進したことが目立ち，上   

はじめに  

第29回の北京オリンピックは我が在職期間  

最後のオリンピックとなった。400mハード  

ルの日本代表選手となった成迫健児選手の専  

任コーチをしていることから，代表コーチと  

して本大会に参加する栄誉を与えられた。多  

くの国際線抜会をコーチとして参加してきた  

が，オリンピ、ソクのコーチとして，選手団に  

加わったのははじめてであった。今回のオリ  

ンピック大会陸上競技の大陸別・国別からみ  

た陸上崩技界の勢力関係や記録の達成度から  

大会を振り返ってみたい。大学体育研究第23  

号でシドニーオリンピックの陸上競技につい  

て報告をしているので，今回はいくつかの比  

較と共に選手団内からみた陸上競技も交えて  

報告としたい。   

1．メダルのゆくえ  

今回陸上兢技の総メダル獲得数では米国が  

最多の23個で，ロシアが18個，ケニアが14個  

と続く（表1）。金メダルではロシア，ジャマ  

イカの6個を上回る7個で米国がトソプを堅  

持した。米国はシドニー大会ではメダル獲得  

数が15個と振るわなかったが，アテネ大会で   

表l北京大会における陸上競技の  

国別メダル獲得数  

躯雷怒  
9r5イ・4j   ア（5十2）  23竹中明  
5（1叫】   7（3十4） 18（6＋12）  
3（0十3）  2押す2〉  11（3＋81  
5（2十3）  4（小0） 14（g◆S）  
1（1＋0）  2（1＋1）   7（4＋3）  
2（0十2）   2（2＋0】   5（3＋2）  
2（1十1）  2（1十1）  5（2＋31  
2（1＋1）  1（1十0）  4（3＋1）  
2（2十0）  1（0＋り   4（2■2）  

1   USÅ   ア（ヰ＋3j  
2    RUS   8（2十4）  
3   JAM   6（3＋3）  
4    KEN   5（3十2）  
5    ETH   ヰ（2十2）  
6    CU8  1（1＋0）  
7    8LR l（0十り  
8    AUS l（1十0）  
8    GBR l10十1】  
10    UKR l  
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衷2 北京及びシドニー大会での国別得点  

Tot8暮  

BeUing   Sydney  

RUS  1  144  1   86   

USA  2  102  14   20   

JAM  3   76  3   50   

KEN  4   60  15  18   

GBR  5   42  7   36   

UKR  6   38  13   21   

BLR  7   34  8   31   

CHN  8   34  22  11   

CUB  9   29  5   39   

GER  10  25．5  2   55   

長距離を得意とするアフリカ，投榔や柁術種  

目を得意とするヨーロッパなど，形態的特  

徴，差引主高度，人種的特徴などによって種目適  

作があるように感じられるし，勢力関係が明  

確になってきていると捉えることができる。  

社会経済的な環境が競技年齢を押し上げてい  

るとも考えられるマラソンなど様々な要因が  

舵手安状況に反映されているのがみてとれる。   

3．記録の達成度  

陸上兢撒は測定親指ともいわれ，競技は順  

位を争うのが本質であるが，記録が属性とし  

て付随してくる。北京大会では世界記録が5  

個，オリンピック記録が17個と記録的成果の  

挙がった大会であった。競技記録がそれぞれ  

の自己最高記録（以下PB）やシーズンベスト  

（SB）および参加資格最高記録（QB）に対し  

て，どのようなレベルで展開されたのかをみ  

ていくことはその競技大会のレベルを物語る  

ことになるであろう。そこで，本競技大会に  

出場し記録のある選手で，しかも自己最高記  

録（PB）を有する選手を対象に，北京大会で  

の最高記録（MB）のそれぞれの記録に対する  

達成度を調査した。  

1）種目別達成度   

表3は北京大会におけるPBに対するMBの  

達成度を全参加者（A11），入賞者（Finalist），  

メダリスト（Med濾或）別に求め，全参加者の   

位10位以内に入ってきた国は旧ソビエトから  

の独立国であるベラルーシとウクライナであ  

る。男子ではジャマイカ，オ…ストラリア，  

フランスがシドニー大会から大きく得点を伸  

ばした。女子では米国がシドニー大会の5倍  

の得点を挙げて2位に復帰したが，ロシアと  

は42点の差がある。その他，ケニヤ，ベラ  

ルーシ，中国がシドニー大会から大きく得点  

を伸ばし10位以内に入った。   

大陸別に得点を集計し，全得点に対する割  

合で見ると（図1），今回もヨ一口、ソパ，北及  

び中央アメリカ，アフリカ，アジア，オセア  

ニア，南アメリカの序列と獲得率に変化が無  

いが，アフリカの減少分が北及び中央アメリ  

カの増旭の結果となっているむ 今回もヨー  

ロッパが半数に近い得点を獲得していること  

をみても競技の本場が欧州であることに変わ  

らない。また，人嘗者の国別リストを見る  

と，短距離ハードルなど水平スピードの穫得  

を得意とし，そのスピードを生かす水平跳躍  

種目にも優勢を示す北及び中央アメリカ，中  

図1オリンピック2大会における大陸別得  

点比率（％）  
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表：3 全参加者（jul）．入賞者（Finalist），メダリスト（Medali＄t）の種目別男女別のPBに対するMB  

の達成率（％）  

98．8  100．8  101．1  

98．8   99．4   99．9  
98．7   99．1   99．3  

98．5  100．4  100．3  
98．4  101．0   99．9  

98．3   9臥7   99．0  

9乱2   99．6  100．2  
98．0   99．3   99．7  

98．0   99．5   99．6  
97．9   99．6  100．2  
97．9   99．8  100．1  

97．8  100．5  101．4  
97．5   9臥7   99．2  
97．3   95．8   93．5  

96．6   98．5   99．5  
96．3   99．8   99．9  

96．1   96．9   95，3  
95．2   98．6   98j  
94．7   98．0   97．9  
93．8   97．9   98．8  

93．4   97．8   96．2  
92．5  100．4  101．6  

91．1   93．5   95．7  

4x400R  99，1  

4xlOOR  99．0  

110日  98．7  

400m  9臥5  

400日  98．2  

200m  98．2  

10000m  98．1  

Mar8thon   9了．9  

800m  97．8  

1500m  97．7  

3000SC  97．6  

100m  97．1  

50KmW  97．O  

TJ  96．了  

Dec  96．5  

20KmW  96．3  

5000m  96．O  

HJ  95．9  

PV  95．5  

LJ  94，8  

SP  94．3  

日T  93．6  

DT  92．5  

JT  91．3  

99．7  100．1  10000m  

99．6  100．6  800m  

99．0   98．9  4x400R  

99．7   99．5  3000SC  

99．3    99．2  20KmW  

99．7   99．9  4×100R  
98．3   98．0  400日  

93．6    98．8  100日  

97．9    98．0  400m  

98．7   98．9  1500m  

99．4   99．4  200m  

99．8  100．3  日ep．  

100．0   99．7  100m  

98．9    99．8  5000m  

98．7   99月  HJ  

98．8    98．7  TJ  

97．5   97．8  Marathon  

98．4    9乱2  PV  

97．6    98．O  LJ  

97．7    97．O  HT  

97．4   98．1  SP  

96．7    97．7  JT  

96．4   94．8  DT  

97．2    97．9  

もメダリストがPBに対する種目別の平均値  

において高値を示しているが，そのような序  

列がみられるのは男女共に15種目であった。  

長距離マラソン種目ではメダリストが入賞者  

や全参加者よりも低い達成度を示すのは高い  

最高記録を持つ選手が勝つためのレースをす  

ることによるものと思われる。いずれにして  

も多くの種目において入賞者やメダリストは  

PBに対する高い達成度を示していることは  

ピーキングがうまくいっていることの証左で  

もあり，メガ競技会で実力を発揮できている  

ことを示すものである。  

2）pB，SBの出現率   

本大会では男女で合計224人・チーム（11．3  

％）が世界記録，五輪記録，大陸記録，国内  

記録などPB以上の記録を樹立し，シドニー  

大会146人（8．9％）よりも78人多くなっている  

（表4）。男子は96人・チーム（9．4％），女子  

は128人・チーム（13．3％）であり，男子では   

達成度の高い順に種目別に示したものであ  

る！。北京大会においては男子で達成度の高い  

樽削まリレー，ハードル∴短距離種目であ  

り，授てき，跳躍種目が低い。女子では1万  

mが最も高く，長距離，中距離，リレー．  

ハードル種目が締き，男子と同様投てき種目  

が最も低く，跳躍種目がその上位にある。こ  

れらの傾向の中でリレー種目が高い傾向を示  

したのは出場制限（16チーム）があったためで  

ある〈。また，中長距離種目ではレースパター  

ンによって記録の出方が適うが，予選，準決  

勝があるようなラウンドのある短距離種目や  

直接的に順位の決着がつくトラック種目では  

PBに対する達成度が高い傾向があり，一人  

毎試技をするフィールド種目の投てき種目が  

最も達成度が低く，跳躍種目がそれに続く。  

一発レースとなるロード種目はその中間に位  

置し，レース条件や展開によって記録の出方  

が適っていることを示している。   

また，全参加者よりも入寮者，入賞者より  
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衷4 プロ、ソク別種目群でのPB及びSBの出現率（％）   

M8n  

AIl   1026   96   9．4   103   10   199   

Sprint  197   31   15．7   28   14．2   59   

Hurd一台  65   9   13．8   19   29．2   28   

ReIaY   27   4   14．8   12   44．4   16   

Middte  108   5   4．7  8   7．5   13   

Long   112   9．8   9   8   20   

_ Road 172   17   臥9   10   5．8   27   

Jump   155   7   4．5   7   4．5   14   

Throw  152   7   4．8   6   3、9   13   

Mu帆   40   5   12．5   4   10   9   

芦讐ヂミ㌍琴警；欝㌣澤ご  

All   963   128   13．3   99   10．3  227   

Sprint  181   29   16   17   9．4   46   

Hurdk  67   10   14．9   6   9   16   

Relav   32   3   9，4   13   40．6   16   

Middle  75   13   17．3   10   13．3   23   

Long   113   25   22．1   16   14．2   41   

Road   129   20   15．5   8．5   31   

Jump   144   10   6．9   7．6   21   

Throw  179   9   5   12   6．7   21   

Mu托L   43   9   20．9   3   7   12   

注）Road羊     目許はマラソンと競歩   を含む   

短距離，ハードル，リレーおよび混成種目で  

10％以上を示し，女子では長距離，混成種目  

で20％を超え，投てき，跳躍，リレー種目が  

10％未満の出現率で他の種目群では10％台を  

示した。男子では100m，200mでジャマイカ  

のボルト選手による2つの世界記録（9秒  

69，19秒20）と彼を含む400mRチームの世界  

記録（37秒10）の更新があり，巨大競技場で風  

による影響が少なかったことが短距離関連種  

目で多くのPBが出現した要因としてあげら  

れる。女子では中長距離種目で一段とスピー  

ド化が進み，前半から積極的にペースを上げ  

ていることがロード種目を含めて多くのPB  

を出現させた要因であろう。男女ともに跳  

躍，持てき種目では5％前後の低い出現率を  

示し，MBのPBに対する達成率が低いことと  

関連がみられた。その中にあって，女子棒高  

跳びのイシンパエワ選手（ロシア）の世界記録  

更新（5．05m）は博大であった。この大舞台で  

の試合運びと並みはずれた集中力が，最も心  

理的な負荷のかかるストレスフルな垂直跳躍  

種目（バー種目とも呼ばれる）で大記録を樹立  

したことは博大という形容がぴったりであ  

る。女子の3000mSCでもロシアのガルナラ選  

手によって世界記録が樹立されたが，この種  

目は女子種目としての歴史が桟いことから，  

今後も記録の更新が続くものと見られる。   

SBに関してはPB以上の記録を出した選手  

を除いてカウントした。SBは男女で202人・  

チームが樹立，PBと合わせて合計426人・  

チーム，出現率21．4％であった。これらの記  

録を出したおよそ2割の選手tチームは何ら  

かの記録的成果を胸に帰国できた。シドニー  

大会ではこれらの記録は総計265人・チーム  

（16．3％）であったことからすると，今回の大  

会が好天にも恵まれ，いかに多くの記録的成  

果が挙がったかが分かり，ハイレベルな大会  

であったと評価できる。  

3）日本選手の達成度   

表5は日本代表選手の競技結果と本大会の  

最高記録（MB）がPBや選考競技会であった日  

本選手権の最高記録（Ncb）に対する達成度を  

示している。Ncb％はほぼSB％に相当すると   

－ 64 －  
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考えてよい。MBのPBに対する達成度は出場  

し記録のある日本代表全選手・チ｝ムの平均  

が97．2％。男子は96．8％，女子は98．0％であ  

り，PBの更新者はいなかった。この数字を  

みると男子の親指的状態が悪く，女子は走種  

目に選手が多いので，達成度も高い傾向を示  

したのではないかと思われる。男子では  

100mの塚原選手が自己記録に近い10秒16を  

出し99．9％，女子では400mHで久保倉選手が  

準決勝に進出する活躍をみせ，自己の持つ日  

本記録に迫る99．8％の達成度を挙げ，それぞ  

れ男女で最も高い達成度を示した。このよう  

な選手を擁するリレー種目では日本記録に近  

い高い記録を挙げ，男子400mRでは念願の3  

位人骨を果たし，女子は1600mRで実力差は  

大きかったものの99．8％の立派なできであっ  

た。   

Nch％では全平均で99．2％であり，選考競  

技会と同等又それ以上の記録を出したのは10  

名で，全選手のおよそ4分の1であった。   

日本代表選手のPB出現は残念ながらみら  

れなかった。しかし，SBに関しては男子4  

人と2チーム，女子2名と1チームの合計9  

個を記録した。全参加者のPBとSBの合計し  

た出現率が21．4％であり，日本代表は9個  

22，5％の出現率となった。SBのみであるもの  

の，PBが数年前に樹立されている選手も多  

く，PBに対する達成度とは別の視点である  

出現率からみることと同時に，本大会を日本  

のシーズン前半としての流れからみれば，全  

体としてはそれほど想い出来ではなかったと  

も据えられる。今回，QBに関しては言及し  

ていないが，本大会で決勝に残った記録を上  

回るQBを持つ選手が15名と1チームであっ  

たことを考慮すると，更にピーキングをうま  

く行うことが求められる。残念なことに，男  

女マラソン選手など有力選手の多くが故障を  

抱え，出場できなかったことも競技成果を挙  

げられなかった大きな理由であり，大舞台で  

実力を発揮できなかったことではないように  

思われる。また，ここ数回のオリンピックで  

は日本選手がA標準記録の突破者が多く日本  

選手の実力が相対的に上がってきているが，  

ケガも多かったということであり．自己管  

理・選手管理が今後の課題となるであろう。   

日本代表選手に自己記録や日本記録の更新  

はなく，いかにオリンピックの場で記録の更  

新が難しいかが分かる。また，ピーキングが  

しっかりできることは当たり前ではあるがオ  

リンピックの舞台で戦うためには必須である  

ことを改めて実感したものである。オリン  

ピックが甘くないことは百も承知している  

が，通常の力を通常通り出せば何とかなるこ  

ともまた感じることができた。   

4．成迫選手の戦い  

400mHの代表選手である成迫健児選手は日  

本歴代2位のベスト記録47秒93を持ち，この  

記録を樹立した2006年シーズンは世界4位に  

ランクされた選手である。   

残念なことにオリンピック選考会の日本選  

手権大会ではアキレス腱痛があり，代表選手  

に選ばれたものの，本番の五輪大会に向けよ  

うやくレースができる状態に回復させるのが  

精一杯であり，積極的に仕掛けるレースはで  

きず納得できる走りに至らなかった。   

本番レースでは図2のスピード曲線が示す  

ように，第1ハードルまでのコーナーで十分  

に加速できないために，スピードを立ち上げ  

て前半をリラックスして走ることができな  

い。常に加速している感じに見えた。もちろ  

図2 成迫選手の北京大会及びその前後の  

400mHレースのスピード曲線  
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きな舞台を味方にするような適応能力も必要  

であろう。また，更なる記録の向上を目指し  

つつも，勝つためのレース運びを身につける  

必要もある。そのためには心身ともにタフに  

なることが不可欠であろう。   

おわりに  

今回，オリンピックのオフィシャルコーチ  

として，選手に帯同して選手村で生活し．試  

合準備をしたために，大会全体を見ることが  

できなかったのは残念である。近代オリン  

ピックの父，クーペルタン男眉馴ま選手村を世  

界からの青年を集め，古代オリンピアの聖苑  

に條って練習させ．教育する場にしようとし  

たのではないかと思う。現在，そこでは確か  

に交流の輪が広がっているし，何らかの教育  

的なプログラムは文化プログラムとなって，  

毎夜，中国文化の紹介等が催されていた。し  

かし，あまりに大会が巨大化されたために全  

ての選手役員を集め教育するためには，陸上  

娩抜揚が必要となることから，開会式などの  

プロトコールのなかでオリンピ、ソクの意義を  

アピールしようとしているのが現状であろ  

う。Jその間会式とて兢技期間が長いために，  

全選手は参加できず，その瀦陶を全参加者が  

受けることもできない状況にあるのが昨今の  

オリンピックといえよう。   

日本代表選手は国民的な期待もあって競技  

至上的な裁から扱け出せず，オリンピック村  

での生活を楽しむ余裕さえないのが実情であ  

ろう。しかし，日常的に日本のトソプ選手同  

士がスポーツや種目を超えて交流している様  

子を見ることができたのはそれなりに意義の  

あることであった。   

今回，100mのボルト選手と女子棒高跳び  

のイシンパエワ選手の2つの素晴らしい世界  

記録を目の前で見ることができ感動した。競  

技力の向上は先進国ではトレーニング拠点が  

設けられ，科学的なサポートによる集中した  

指導体制によってなされている傾向が広がり   

んt レース終末部は練習量が足りていないの  

で心配であったが∴加えて前半の走りに力み  

が見えたために後半も伸びのある走りは出ず  

に終わった。2007年の世界選手権では百分の  

1秒差で決勝に進出できず，今回は百分の2  

秒差で準決勝に進むことができなかった。も  

う1本レースをすることができれば状況を大  

きく変えられる可能性があっただけに残念で  

ある∈〕予選でアキレス勝の痛みが出なかった  

ことは不幸中の幸いであった。   

2008年シーズンの成迫選手の競技会記参剥ま  

図：iのようになり，最大の目標競技会である  

北京大会での記録が忠く，その前後の記録は  

決勝に残ることのできる記録だけに残念で  

あったハ 大事なシーズンの大事な時期に，ア  

キレス腱痛が発症し，その兆候を早期に読み  

収り，ハードル選手として命取りになるアキ  

レス腱炎を完全に治癒させられなかったこと  

がコーチとして心残りである。   

今後は大型選手の利点を生かしたダイナ  

ミックなハードリングを洗練させて，北京大  

会で成し遂げられなかったファイナリストの  

【‡櫻を世界制蹄にステ、ソプアップさせ，ロン  

ドン大会でのリベンジを期しているしJこのま  

まで終わらしてはいけないし．終われないと  

いうのが実感であるn   

成迫選手はユニバシアード大会やアジア大  

会で順当に優勝を遂げたが，世界選手権で  

ファイナリストを逃し，オリンピックでもつ  

らいが良い体験を積むことができた。世界の  

大きな楊を全て体験してきたことで今後は大  

図3 成迫選手の2008年シーズンの記録変遷  
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つつある。その中で，ボルト選手はトレーニ  

ング環境の改善によって高い資質が開花して  

いるし，ロシアのイシンパエワ選手は伝統的  

にトレーニング科学の集積がある中で育って  

いる。資質の向上とトレーニング理論の深ま  

りが競技力向上には不可欠であることを改め  

て両者は示唆してくれた。   

世界のトップ選手は4年間のオリンピック  

サイクルでトレーニングを構成し，競技を続  

けているが，世界最高峰の舞台で戦い，満足  

のいく成果を残すことは非常に雉しいが，少  

なくともよくピーキングができなければオリ  

ンピックの場での活躍は期待できない。今回  

の調査資料はこの件に閲し雄弁に物語ってい  

る。日本選手が記録的には世界水準に達して  

いる種目が多くなってきているので，大型競  

技会で成果を挙げていくためには，JISSや  

mC等，最先端の知識や施設を積極的に利活  

用していくとともに，前述したが，選手の自  

己管理やコーチや競技組織の選手管理が今後  

の大きな課題であるように感じた。   

以上が，個人としては悔しく残念な体験と  

なったが，私が見て感じた北京オリンピック  

であった。  
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